
随分と暖かくなってまいりました。新年度が始まる 4 月、新入職員を迎えられた

施設も多いことと思います。色々な希望を抱いて入職する新入職員、それを迎える

現存のスタッフ、共に新しい環境でのスタートを切る季節ですが、皆さま、いかが

お過ごしでしょうか。 

 当院でも新入職員を迎えました。当院では毎年のことなのですが、迎えられる方

も迎える方も緊張するものです。当たり前だと普段思っていることが、少し場所を

変えると当たり前ではないことは少なくありません。それに気づけるチャンスもこ

の新年度のよい所であると感じています。新しいスタッフがそんなちょっとした疑

問を口に出せる環境作りを当院では心がけ、実現できることを目指しています。先

日、他の病院に見学に伺う機会を頂きました。その病院では当たり前に行っている

ことが当院では新鮮であったり、悩んでいたことを解消する手がかりとなったり、

刺激を受けることが多くあり、大変勉強になりました。なかなかそのような機会は

今までにはなく、大変貴重な時間でした。 

竹羽会の正会員数も今回 300 名を目前に控えてきました。会員の皆さまは色々な

施設に在籍されています。総会や研修会で様々な年代の会員の皆さまが出会い、様々

な情報交換ができると、とても有意義な会になると思っております。横の繋がりだ

けでなく縦の繋がりも作れることが竹羽会の素敵な所であると思いますので、たく

さんの会員の皆さまの総会・研修会へ参加を楽しみにしております。今後とも竹羽

会の活動にご理解とご協力をよろしくお願い致します。 

 

 

竹羽会 事務局長 奈良東病院 赤井 友美 

（8期生） 
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日 時：平成24年9月22日（土） 14：00～17：00  

場 所：大阪府立大学 中之島サテライト 2階講義室 

講 師：備酒 伸彦 先生（神戸学院大学） 

参加者：27名 

 

参加者：87名 研修会を終えて 

私は理学療法士として地域全体まで考える

ことができているか？と考えさせられまし

た。私は新人 PT特有の、患者様の機能低下

や活動制限にばかり目がいきがちとなって

いると感じました。目の前の患者様に対し

て必死になることも大事な事であると思い

ますが、地域全体に目を向けることも重要

であると気付かされました。震災の影響や

経済不況と直面している今の日本では、そ

れぞれの地域が活性化しなければならなく

て、理学療法士として何ができるのかを考

えなければならないと先生は教えて下さい

ました。 

私は今回、備酒先生の講義を受けること

で、地域の中で理学療法士として貢献でき

ることはないかと考えることができました

。今後もこのような研修会に参加すること

で、広い視野、知識を吸収したいと感じ、

また後輩達にも是非参加してもらいたいと

思いました。 

 最後になりましたが、今回講義して下さ

った備酒先生、ならびに研修会を開催して

下さった諸先輩方に感謝いたします。 

 

内田 駿介（府大４期生） 

（藤本病院） 

 

今回は備酒伸彦先生に「地域リハビリテーシ

ョン」と題して講義して頂きました。備酒先生

は、私や諸先輩方がまだ学生だったころにも講

義して頂いた先生です。その頃の講義はディベ

イトやクイズ形式といったオリジナリティに富

んだ内容で、率直に楽しい講義という印象が残

っていて、今回はどういった内容で講義を行っ

て頂けるのかとても楽しみにしていました。 

講義は、北欧諸国の現状や介護保険、最新の

特養施設の紹介、東日本大震災の現場など幅広

い内容でした。問題提議された内容をグループ

で相談して、答えを考えるといった形式は健在

で、とても賑やかな講義となりました。病院で

のみ働いている理学療法士ではイメージできな

いような内容でも、備酒先生は全ての内容にス

ライド写真をのせて、私たちに分かりやすく伝

えて下さいました。 

また、様々なスライド写真を見ていく内に、

備酒先生の行動力の高さに驚きました。海外や

国内の施設を見学し、貪欲に知識を吸収する先

生の姿は、一人の理学療法士として尊敬できま

した。 

一番印象に残っているのは、講義の始めに先

生がおっしゃった「PT,OT は医療であるか？介

護であるか？」という質問についてです。先生

は「両方に決まっている。広い視野で物事を捉

えないと」と答え、そういった PTが求められて

いると話しました。その後も施設の様々な取り

組みや先生の実体験を通して、広い視野を持つ、

つまり地域全体に目を向ける重要性を説いて下

さいました。 
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「脳卒中について～障害部位を考慮して～」（仮） 

講師：尾谷 寛隆 先生（国立循環器病研究センター） 

 

今回の研修会では、国立循環器病研究センターの尾谷寛隆先生にご講演いただく予定で

す。テーマは、「脳卒中について～障害部位を考慮して～」（仮）です。 

詳細な日程については追って連絡させていただきます。ご高名な先生であり、普段では 

なかなかお話を聞く機会がございません。 

ご多忙のことと存じますが、是非、皆様のご参加をお待ちしております。 

 

学術部 佐野 佑樹（学部 2 期生） 

 前号に同封しました通り、竹羽会任期満了に伴い、次回の定期総会にて役員選挙を行いま

す。会長、副会長、監査の立候補者は、立候補届を選挙管理委員会事務局に提出してくださ

い。立候補の受付は平成 25 年 4月 30日（火）必着です。 

また、執行部役員も募集していますので、よろしくお願い致します。 

 

選挙管理委員会 委員長 松本 圭司（8期生） 

 ・振込手数料はまことに恐縮ですが 

 ご負担をお願いいたします。 

・必ず振込み者の氏名と期数を入れて下さい。 

例：「ﾘｶﾞｸ ﾊﾅｺ ｶﾞｸﾌﾞ1」「ﾘｶﾞｸ ﾀﾛｳ ﾌﾀﾞｲ2」 

・ATMからも振込みができます。 

 （専用の用紙をお渡しします） 

 

竹羽会「永久会費」に関するお問い合わせは 

下記までお願いします。 

 財務部：植木 晶子（府大1期生）  

 （みどりヶ丘病院リハビリテーション部） 

 連絡先TEL：072-681-5717（代表） 

072-681-5975（リハ直通） 

 E-mail：rihabiri@midorigaoka.or.jp 

 竹羽会の運営は、会員の皆様から収めて頂

く会費によって支えられています。未納入の

方は是非ともお収め下さい。 

なお、会費は永久会費で20,000円となって

おります。たいへん大きい金額ではございま

すが、勉強会開催などの費用に割り当てる大

切なお金です。よろしくお願いいたします。 

 <郵便振替口座> 

振替口座：00910-7-223456 

加入者名：竹羽会 

･研修会場で直接納入して頂くことも 

可能ですので、よろしくお願い致します。 
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 新年度を迎え、当院も多くの新入職員を迎えることができました。 

特に母校の後輩が増えることは嬉しく、自分自身も初心を思い出し、 

仕事に対する姿勢を見直そうと身が引き締まります。（藤堂） 

 

 

（重井） 

事務局：赤井 友美（8期生） 

 〒632－0001 奈良県天理市中之庄町 470 

  奈良東病院 リハビリテーション科 

   TEL：（0743）65－1771   FAX：（0743）65－4157 

   E-mail： tomoa_a3335@yahoo.co.jp 

所属の変更等がござい

ましたら，こちらまで

お知らせ下さい． 

 

 

 

 

 『竹内街道』では、会員の皆様からの投稿原稿を大募集しています。「こんな研修会に参

加してきました」「こんな勉強会をやっています」「今度、同窓会があります」などなど、

内容、文字数等問いません。会員に知らせたいことを何でも良いので広報部までお寄せく

ださい。次号は、平成25年秋頃発行予定です。投稿お待ちしています！！ 

 

広報部  藤堂 恵美子（9期生 巽病院） 

E-mail：to_emk@yahoo.co.jp 

この度、竹羽会のホームページをリニューアルしました！ 

活動報告等、随時更新していきますのでアクセスしてみてください。 

 

URL https://sites.google.com/site/chikuwakai/ 
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